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はしがき 

 

本報告書は当研究所の平成 27 年度外務省外交・安全保障研究事業（発展型総合事業）「国

際秩序動揺期における米中の動勢と米中関係」研究プロジェクトにおけるサブ・プロジェク

トⅠ「米国の対外政策に影響を与える国内的諸要因」の成果として取りまとめたものです。 

  

2014 年中間選挙によって上下両院で共和党が過半数を占め、2015 年のオバマ政権は「レ

ームダック」となったといわれましたが、オバマ大統領は再選を考えずに済む「フリーハン

ド」を手に入れ、本報告書で取り上げたように移民法改正やキューバとの国交正常化、イラ

ンとの核合意など、大統領令や大統領権限などを行使した「レガシー作り」の他、中国の海

洋進出・軍事費増大を前に、航行の自由作戦を開始し、中露を念頭に中期的なオフセット戦

略の策定に着手すると共に、新しい通商枠組みである TPP（環太平洋パートナーシップ協定）

の交渉妥結にも尽力しました。 

 

本サブ・プロジェクトⅠでは、2016 年選挙を視野に入れながら、こうした米国の対外政策

および政治基盤に影響を及ぼしうる米国国内の諸要素に焦点を当てた研究を行いました。 

 

本報告書に表明されている見解はすべて参加された各執筆者のものであり、当研究所の意

見を代表するものではありませんが、我が国にとって最も重要な同盟国である米国の今後の

対外政策に関する研究の一助となれば幸いです。 

 

 最後に、本研究に積極的に取り組まれ、報告書の作成に尽力いただいた執筆者各位、なら

びにその過程でご協力いただいた関係各位に対し改めて深甚なる謝意を表します。 

 

平成 28 年 3 月 

 

公益財団法人 日本国際問題研究所 

理事長 野上 義二 
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